
公立大学法人   都留文科大学 

 

第１０回教育研究審議会 

 

議事概要 

 

日   時 令和 2年 9月 16日（水） 午前 10時 50分～午後 11時 52分 

場   所 本部棟 3階 大会議室 

出 席 者 藤田英典学長、杉本光司副学長、田中昌弥副学長、深澤祥邦事務局長、小林重雄理事、 

樋口雄人学長補佐、佐藤明浩学長補佐、加藤めぐみ学長補佐、新井仁入学ｾﾝﾀｰ長、 

廣田健教職支援ｾﾝﾀｰ長、北垣憲仁地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、竹島達也研究科委員長、 

野中潤国文学科長、ハウエル・エヴァンス英文学科長、山本芳美比較文化学科長、 

原和久国際教育学科長、鳥原正敏学校教育学科長、春日尚雄地域社会学科長、 

矢嶋亘総務課長、石川和広経営企画課長、中村さき子学生課長 

欠 席 者 茂木秀昭国際交流ｾﾝﾀｰ長 

 

 藤田学長より挨拶 

 

 

 

2 議    事 

（１）令和 2年度「教員選考委員会」の構成について（国文学科） 

○担当から資料 1に基づき説明。→提案通り承認。 

◇令和 2 年 7 月 29 日に開催された第 9 回教育研究審議会で組織された、国文学科専任教員

採用に係る教員選考委員会の構成員について、国文学科からの専任教員 2名のうち教員 A

から教員 Bへの変更提案。理由は学科内業務配分の都合。 

 

（２）2020年度の交換留学プログラム中止に伴う 2021 年以降の対応について（国際教育学科） 

○担当から資料 2に基づき説明。→提案通り承認。 

 →国際教育学科の留学プログラムだけではなく、全学の留学プログラムに同様な取り組み

を検討する必要があるため国際交流ｾﾝﾀｰを中心に検討を依頼する。国際教育学科プログラ

ムについては学科で引き続き関係部署と協議を進めていただく。 

 

（３）令和 2年度 開講科目について（比較文化学科） 

○担当から資料 3に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（４）令和 2年度 非常勤講師授業担当科目について（取消第 15回） 

○佐藤学長補佐から資料 4に基づき説明。→提案どおり承認。 

  

（５）令和 2年度 非常勤講師授業担当科目について（取消第 16回） 

○担当から資料 5に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

（６）令和 3年度 開講科目について（共通専門 情報科目、英文学科） 

○担当から資料 6に基づき説明。→提案どおり承認。 



 

 

（７）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案について（地域社会学科） 

○担当から資料 7-1に基づき「非常勤講師担当科目コマの発議・提案」について説明。 

→提案通り承認。 

◇質的調査法・資料調査法Ⅱ 

◆現担当者の自己都合による辞退のため 

○担当から資料 7-2に基づき「非常勤講師採用候補者に係る資料等」について説明。 

→提案通り承認（予定半年間）。 

◇日本社会学・日本都市社会学・地域社会学・日本村落研究学・東北社会学など 

 新規採用 ランク C 

 

（８）その他  ○な し 

 

 

３ 報  告 

（１）新型コロナウイルス感染症等対策本部会議報告 

○担当から資料 8-1に基づき教務部門の報告。 

 担当から資料 8-2に基づき学生部門の報告。 

 担当から資料 8-3に基づき情報部門の報告。 

  

（２）その他 

  ○担当から大学基準協会による実地調査について報告と御礼。 

    →実地調査内容等の資料の情報提供をお願いしたい。 

    →近いうちに自己点検・評価実行委員会において拡大会議として各組織長にも出席を依頼 

し開催する予定であり、その場において情報提供をさせていただく。    

○担当から教員人事計画のため各組織長との面談を実施した結果に基づく報告及び依頼。 

○次回開催時に「教員選考委員会」の提示依頼。 

     

 

４ 閉 会 

 

 

  

 

以 上  

 


